
ニューモラル週初めのミーティングで「学び」と「気づき」をシェア
毎日の生活の中で

こんなことを意識してみませんか？
メモ欄は週間目標の記入等にご活用ください 社員教育へのご活用は

こちらから
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相手の思いを
大切にし感謝する
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関心のある

ものが見える
パートナーは

自分のためにいる？
慈悲心と利己心は
自分の心の両面
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の仕事部屋は、孫や知人などか
ら贈られた土産物や贈り物で一杯だった
そうです。人の思いを大切にした鉄斎
は、たとえ高価なものでなくても捨てず
にいつまでもとっておいたからです。人
間を尊重することは当然ですが、物品もま
た、大自然の一部であり、多くの人々の
勤労の結果であることを思えば、粗末に
扱ってよいはずがありません。
　ところが、私たちは、他人から物品を
頂いても、感謝の気持ちよりも、その物
品の値踏みをする勘定高い心の働きが先
走ることがあります。物品の値踏みをす
るよりも、まず相手の思いを大切にし、
その善意に対して感謝の気持ちを持つこ
とが大切ではないでしょうか。

　テニスでダブルスのペアを組むとき、
「私がパートナーのためにこう動いてあ
げたんだから、パートナーも私を補うた
めに、こう動いてくれなくては困る」な
どということを意識したら、必ずといっ
てよいほど、そのペアの球

たま

筋
すじ

は乱れてし
まうから不思議です。パートナーの動き
を見て、それを補うように動いてプレー
するのは常に“私自身”の問題であって、
パートナーが、どんな考えを持っていて
も、どのように動こうとしても、関係の
ないことです。
　つまり、テニスに限らず、夫婦や同僚
等のパートナーといるときや誰かとペア
を組むときは、相手のために自分がいる
のだという考え方をすることが大切なの
ではないでしょうか。

　心というのは、自分中心に働きやすい
傾向を持っています。
　ですから、私たちの心には、自分の関
心があることに意識が注がれる、つまり、

「関心のあるものが、目に飛び込んでき
て見える」という傾向があります。
　このように、自分中心の心が働いたり、
自分の関心事に心が向いたりする傾向
は、意図することなく出てきてしまいま
す。それを初めから悪いと決めつけて無
理に心から排除しようとするのではなく、
自分中心の傾向があるものだと、まずは
認めてみると良いのではないでしょう
か。そうすると気が楽になり、心にゆと
りが生まれ、別の視点からも物事を見よ
う、考えてみようという考えが生まれて
くるものです。

　中国の『尚
しょうしょ

書』には「人心これ危
あや

うく、
道
どう

心
しん

これ微
かすか

なり」とあります。人心つま
り人間の心は大部分を利己心が占め、道
心すなわち道徳心は、非常にかすかなも
のであるから、利己心を克服して道徳心
を大いに発達させなければ、私たちの人
生の末路は危ういというのです。
　ここでいう道徳心とは、温かく、柔ら
かな、すべてのものを慈しみ育む心のこ
とで、仏教の言葉では「慈悲心」ともい
えるでしょう。また利己心とは、自分中
心の利己的な心です。
　つまり、私たちの心には常に両面の働
きがあるわけです。意識しないでいると
自分中心の心が働きやすいことをよく理
解して「慈悲心」を引き出すようにした
いものです。
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